
熊本大学工学部 附属革新ものづくり教育センタ 一 平成25年度 年次報告書

「Androidの基礎から応用までJ実績報告書

1. はじめに

平成25年度革新ものづくり展開力の協働教育事業フ
。

ロ

ジェクトに技術部の情報WGのテーマが採用された。 こ

のプロジェクトは、 新入生やプログラミングの経験が少

ない学生に対して開催した。 現在世界で、スマートフォン

やタブレットPCのOSとして大きなシェアをもっ、

Android上で動作するアプリケー ションを開発した。

この講習会では、 Androidの基礎、 プログラム作成法
やマイ コ ン制御法および殻計ーなどを学んでもらった。 そ

して、 それらを通してものづくりの過程を体験し、 創造

的な製作へと発展させる事を目的とした。

2. 実施方法と内容
2-1 App Inventorとは

Androidプログラミングの指導においてタイルプログ

ラミングが可能なAppInventorを利用した。 これは、 コ

ンピュ ータ初心者がタイノレ状の部品の配置で、フ
。

ログラミ

ングができ、 字句や構文のミスが起きにくい事が利点で

ある。ボタンや画像などの部品を配置するDesignerとタ

イノレプログラミングをするBlock Editorから構成されて

いる。 このAppInventorを利用するには googleアカウ

ントが必要なので、 予め参加者には取得してもらった。
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図1. 部品の配置の様子
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図2 タイノレプログラミングの方法

技術部長 村山伸樹

2-2 開催方法
開催形式は前年度まで、行っていた集中講義形式で基礎

を学んでもらった。その後新たに応用編として、 週1 (90 

分） 以上で自分のアイディアでアプリ開発、 またはマイ

コンカ一 作成 とその制御をテーマとして実施した。 製作

発表会を開催し、 優秀な作品についてはコンテストに応

募した。参加者は基礎編に12名、応用編に 6名で、あった。

基礎編の開催は9月24日，25日の2日間で両日とも同

じ内容で実施した。その時のテーマは以下の通りである0

· Androidについて

· Appinventorについて

· Hello Worldを出力してみよう1

－猫を触るとニャーと鳴く （図3) （タッチセンサー）

－刀を振るとシャキーンと鳴る（図4) （加速度センサー）

・お絵かきツーノレ （応用）（図5) （タッチセンサー）

· Bluetoothを使用したアプリ（図6)

－その他、 応用アプリ開発 （サウンドセンサー）

図3猫を触ると 図4刀を振ると 図5お絵かき

勝
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図6 Bluetoothを使用したlegoの制御

これら開発したアプリケーションをAndroid端末に実

装して動作確認を行う事で、 受講者にAndroidアプリケ
ー ション開発の一連の流れを体験してもらった。 実際に

色々な用途に利用できる様に、 タッチセンサーや加速度
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